
令和５年度 第１学期終業式 式辞 

 
毎日暑い日が続き、蝉の声が響き渡る夏本番を迎えました。今日で１学期が終わります。 

この１学期は、５月からマスクを外した生活ができるようになり、全校で取り組んだ福学オリンピック

や生徒総会、３年生の修学旅行をはじめ、学校や寄宿舎で予定していた学習や行事を中止すること

なく、実施することができました。今日、全校生徒が揃って終業式を無事に迎えられるのは、皆さん一

人一人の高い意識と協力の成果だと思っています。 

また、部活動にも熱心に取り組み、自分の得意分野に磨きをかけている姿は頼もしく感じました。 

私は、４月にこの学校に来て初めて皆さんに会ったのですが、授業や食事の時などの様子を見て

いて、４か月の間に皆さんの顔つきや行動が、確実に成長していると感じています。 

皆さんがこの１学期、自分の目標に向かって頑張ったことをとても嬉しく思っています。 

 

さて、明日から夏休みです。自由な時間が待っています。 

学校や寄宿舎では、決められた予定や様々な規則があり、それに沿って行動してきました。少し間

違えても先生方が教えてくれたり、手伝ってくれたりしました。しかし、明日からは、すべて自分で考え

て行動しなくてはなりません。 

皆さんは、小さい頃、小学生、中学生の頃から今まで、たくさんのルールやマナーを学んできました。

皆さんの頭の中には、良いことと悪いことを判断できる知識が確実に備わっています。例えば、早寝早

起きなどの生活習慣に関すること、携帯電話や SNS の利用に関すること、家の手伝いや勉強、地域

社会での生活に関することなどです。 

夏休みは、知識として頭で分かっていることを本当に実行できるかどうかが試される時です。 

 

私は、今、校長として、皆さんにルールやマナーの話をしていますが、子供の頃にできていたかと言

うと、そうではないこともたくさんありました。昼間は親が仕事でいなかったので、親との約束が守れて

いない時に噓をついてごまかしたことがありました。そんな時にいつも母から言われていたのが次の

言葉です。 

「天、知る」「地、知る」「我が知る」です。 

本当は、「天、知る」 「地、知る」「我、知る」「人、知る」と言う中国の古い書物にある言葉だそうで

すが、私の母は、略して話していました。 

母の言いたかったことは、「誰も見ていないと思ってもあなたがしたことは、『天（空）が見ています』

『地（地面）が見ています』『そして、自分が一番分かっているでしょ』」という意味だったのだと思いま

す。それを聞くたびに、嘘をついた自分の心が痛くなったことを覚えています。 

この言葉は、今でも時々思い出します。例えば、廊下にごみが落ちているのを見つけた時に、誰も見

ていなくても拾うといい気持ちになるし、急いでいる時などに見ないふりして通り過ぎると心が痛くな

って後悔します。 

 

皆さんは、明日から誰も見ていないことの多い毎日が始まります。 

今まで教わってきたことを思い出して判断し、自分の心が痛くならず、いい気持ちが続く夏休みを

過ごしてくれることを願っています。 
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